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【手続補正書】
【提出日】平成22年12月3日(2010.12.3)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１６４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１６４】
　１０回の測定の平均は、本発明の薬剤Ｅ３が高い水はけ速度を示すことを明らかにした
。即ち、比較薬剤Ｖ１より、より速いまたはより良い水はけ挙動を示す。
　本明細書の当初の開示は、少なくとも下記の態様を包含する。
［１］（ａ）少なくとも１つのアルキルエーテル硫酸塩
（ｂ）少なくとも１つの、式（I）
（Ｈ-Ａ）ｎ－Ｚ－[Ａ－Ｂ－Ｓｉ（ＯＲ１）ｒ（Ｒ２）３－ｒ]ｍ　　　（I）
［式中、
Ｚは、少なくとも３個の炭素原子を有する（ｍ＋ｎ）－価の基を表し、
Ａは２価のポリオキシアルキレン基を表し、Ｚに結合するｍ＋ｎポリオキシアルキレン基
は、互いに異なっていてよく、１つのＡ基は、Ｚに属する酸素原子を介してＺと結合し、
かつ、Ａに属する１つの酸素原子はＢまたは水素と結合し、
Ｂは、化学結合または１～５０個の炭素原子を有する２価の有機残基を表し、
ＯＲ１は、加水分解性基を意味し、Ｒ１およびＲ２は、互いに独立して、１～６個の炭素
原子を有する直鎖または分枝状のアルキル基を表し、ｒは１～３の整数を表し、
ｍは１以上（＞１）の整数であり、ｎは０または１以上（＞１）の整数であり、ｍ＋ｎは
３～１００の値を有する。］
のマルチアームシリルポリアルコキシレート、
（ｃ）０～５０％の少なくとも１つのアルキル－および／またはアリールスルホン酸塩
（ｄ）０～１５％の少なくとも１つのアルキル硫酸塩、および／または、
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（ｅ）０～２０％の少なくとも１つの両性界面活性剤
を含んでなる水性液状剤。
［２］式（I）のシリルポリアルコキシレートの質量平均（分子量の重量平均）が５００
～５００００のである、前記［１］に記載の薬剤。
［３］式（I）において、Ｚが少なくとも３価、特に３価～８価の、３～１２個の炭素原
子を有する非環状または環状炭化水素基を表す、前記［１］または［２］に記載の薬剤。
［４］式（I）において、ｎが０、１または２を表し、かつｍが３～８の数を意味する、
前記［１］～［３］のいずれかに記載の薬剤。
［５］式（I）において、Ａが－（ＣＨＲ３－ＣＨＲ４－Ｏ）ｐ－を表し、Ｒ３およびＲ
４が、互いに独立して、水素、メチルまたはエチルを意味し、ｐが２～１００００の整数
を意味する、前記［１］～［４］のいずれかに記載の薬剤。
［６］式（I）において、Ｂが結合または残基－Ｃ（Ｏ）－ＮＨ－（ＣＨ２）３－を表す
、前記［１］～［５］のいずれかに記載の薬剤。
［７］式（I）において、Ｒ１およびＲ２が、互いに独立して、メチルまたはエチルを表
す、前記［１］～［６］のいずれかに記載の薬剤。
［８］式（I）において、ｒが３である、前記［１］～［７］のいずれかに記載の薬剤。
［９］少なくとも２つの異なる式（I）のマルチアームシリルポリアルコキシレートの混
合物を含有する、前記［１］～［８］のいずれかに記載の薬剤。
［１０］少なくとも２つの異なるマルチアームシリルポリアルコキシレートがアームの数
で異なる、前記［９］に記載の薬剤。
［１１］混合物が、ｍ＝３、ｍ＝６およびｍ＝８である式（I）のマルチアームシリルポ
リアルコキシレートの群から選択され、ｎ＝０である、少なくとも２つの異なる式（I）
のマルチアームシリルポリアルコキシレートを含んでなる、前記［９］または［１０］に
記載の薬剤。
［１２］２つの異なるマルチアームシリルポリアルコキシレートが、９９：１～１：９９
、好ましくは４９：１～１：４９、特に９：１～１：９の比率で存在する、前記［９］～
［１１］のいずれかに記載の薬剤。
［１３］少なくとも１つの加水分解性ケイ酸誘導体、好ましくは少なくとも１つのオルト
ケイ酸のエステル、特に少なくとも１つのテトラアルコキシシラン、特に好ましくはテト
ラエトキシシランを含んでなる、前記［１］～［１２］のいずれかに記載の薬剤。
［１４］シリルポリアルコキシレートとケイ酸誘導体の量比が、９０：１０～１０：９０
、好ましくは５０：５０～１０：９０、特に４０：６０～２０：８０になる、前記［１３
］に記載の薬剤。
［１５］少なくとも１つの式（I）のシリルポリアルコキシレートを、薬剤の総重量に基
づいて０．０１～１０重量％、好ましくは０．０５～５重量％、特に好ましくは０．１～
２．５重量％の量で含んでなる、前記［１］～［１４］のいずれかに記載の薬剤。
［１６］少なくとも１つまたはそれ以上の水溶性有機溶剤、１つまたはそれ以上の添加剤
、１つまたはそれ以上の増粘剤、１つまたはそれ以上のジカルボン酸塩および／または１
つまたはそれ以上の助剤およびアジュバントを含んでなる、前記［１］～［１５］のいず
れかに記載の薬剤。
［１７］前記薬剤の粘度が、１０～５０００ｍＰａｓ、好ましくは５０～２０００ｍＰａ
ｓ、特に１００～１０００ｍＰａｓ、特に好ましくは１５０～７００ｍＰａｓ、最も好ま
しくは２００～５００ｍＰａｓである、前記［１］～［１６］のいずれかに記載の薬剤。
［１８］前記薬剤のｐＨが４～９、好ましくは５～８、特に６～７である、前記［１］～
［１７］のいずれかに記載の薬剤。
［１９］１つまたはそれ以上の緩衝物質、好ましくは錯形成またはキレート緩衝物質、特
にクエン酸および／またはクエン酸塩を含んでなる、前記［１］～［１８］のいずれかに
記載の薬剤。
［２０］硬表面、特に食卓用食器類を洗浄するための、前記［１］～［１９］のいずれか
に記載の薬剤の使用。
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［２１］乾燥および／または水はけ挙動の改善のための、前記［１］～［１９］のいずれ
かに記載の薬剤の使用。
［２２］個々の構成成分を一緒に混合する、前記［１］～［１９］のいずれかに記載の薬
剤の製造方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（ａ）少なくとも１つのアルキルエーテル硫酸塩
（ｂ）少なくとも１つの、式（I）
（Ｈ-Ａ）ｎ－Ｚ－[Ａ－Ｂ－Ｓｉ（ＯＲ１）ｒ（Ｒ２）３－ｒ]ｍ　　　（I）
［式中、
Ｚは、少なくとも３個の炭素原子を有する（ｍ＋ｎ）－価の基を表し、
Ａは２価のポリオキシアルキレン基を表し、Ｚに結合するｍ＋ｎポリオキシアルキレン基
は、互いに異なっていてよく、１つのＡ基は、Ｚに属する酸素原子を介してＺと結合し、
かつ、Ａに属する１つの酸素原子はＢまたは水素と結合し、
Ｂは、化学結合または１～５０個の炭素原子を有する２価の有機残基を表し、
ＯＲ１は、加水分解性基を意味し、Ｒ１およびＲ２は、互いに独立して、１～６個の炭素
原子を有する直鎖または分枝状のアルキル基を表し、ｒは１～３の整数を表し、
ｍは１以上（＞１）の整数であり、ｎは０または１以上（＞１）の整数であり、ｍ＋ｎは
３～１００の値を有する］
のマルチアームシリルポリアルコキシレート、
（ｃ）０～５０％の少なくとも１つのアルキル－および／またはアリールスルホン酸塩
（ｄ）０～１５％の少なくとも１つのアルキル硫酸塩、および／または、
（ｅ）０～２０％の少なくとも１つの両性界面活性剤
を含んでなる水性液状剤。
【請求項２】
　式（I）のシリルポリアルコキシレートの質量平均（分子量の重量平均）が５００～５
００００のである、請求項１に記載の薬剤。
【請求項３】
　式（I）において、Ｚが少なくとも３価、特に３価～８価の、３～１２個の炭素原子を
有する非環状または環状炭化水素基を表す、請求項１または２に記載の薬剤。
【請求項４】
　式（I）において、ｎが０、１または２を表し、かつｍが３～８の数を意味する、請求
項１～３のいずれかに記載の薬剤。
【請求項５】
　式（I）において、Ａが－（ＣＨＲ３－ＣＨＲ４－Ｏ）ｐ－を表し、Ｒ３およびＲ４が
、互いに独立して、水素、メチルまたはエチルを意味し、ｐが２～１００００の整数を意
味する、請求項１～４のいずれかに記載の薬剤。
【請求項６】
　式（I）において、Ｂが結合または残基－Ｃ（Ｏ）－ＮＨ－（ＣＨ２）３－を表す、請
求項１～５のいずれかに記載の薬剤。
【請求項７】
　少なくとも１つの加水分解性ケイ酸誘導体、好ましくは少なくとも１つのオルトケイ酸
のエステル、特に少なくとも１つのテトラアルコキシシラン、特に好ましくはテトラエト
キシシランを含んでなる、請求項１～６のいずれかに記載の薬剤。
【請求項８】
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　少なくとも１つの式（I）のシリルポリアルコキシレートを、薬剤の総重量に基づいて
０．０１～１０重量％、好ましくは０．０５～５重量％、特に好ましくは０．１～２．５
重量％の量で含んでなる、請求項１～７のいずれかに記載の薬剤。
【請求項９】
　少なくとも１つまたはそれ以上の水溶性有機溶剤、１つまたはそれ以上の添加剤、１つ
またはそれ以上の増粘剤、１つまたはそれ以上のジカルボン酸塩および／または１つまた
はそれ以上の助剤およびアジュバントを含んでなる、請求項１～８のいずれかに記載の薬
剤。
【請求項１０】
　前記薬剤の粘度が、１０～５０００ｍＰａｓ、好ましくは５０～２０００ｍＰａｓ、特
に１００～１０００ｍＰａｓ、特に好ましくは１５０～７００ｍＰａｓ、最も好ましくは
２００～５００ｍＰａｓである、請求項１～９のいずれかに記載の薬剤。
【請求項１１】
　前記薬剤のｐＨが４～９、好ましくは５～８、特に６～７である、請求項１～１０のい
ずれかに記載の薬剤。
【請求項１２】
　１つまたはそれ以上の緩衝物質、好ましくは錯形成またはキレート緩衝物質、特にクエ
ン酸および／またはクエン酸塩を含んでなる、請求項１～１１のいずれかに記載の薬剤。
【請求項１３】
　硬表面、特に食卓用食器類を洗浄するための、請求項１～１２のいずれかに記載の薬剤
の使用。
【請求項１４】
　乾燥および／または水はけ挙動の改善のための、請求項１～１２のいずれかに記載の薬
剤の使用。
【請求項１５】
　個々の構成成分を一緒に混合する、請求項１～１２のいずれかに記載の薬剤の製造方法
。
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